








高
度
成
長
期
以
降
の
地
域
振
興
に
お
け
る
〝
三
種
の
神
器
〞
は
、
高
速
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
・

工
場
団
地
造
成
・
観
光
振
興
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
三
種
の
神
器
を
も
っ
て
し
て
も
、「
ま
っ

た
く
発
展
し
な
か
っ
た
」
地
域
は
少
な
く
な
い
。
最
近
に
な
っ
て
、
先
祖
が
里
山
に
営
々
と
築

い
て
き
た
暮
ら
し
に
新
し
い
価
値
を
付
加
す
る
こ
と
で
、〝
前
近
代
か
ら
の
資
産
〞
を
〝
21
世
紀

の
資
産
〞
と
し
て
復
活
さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
た
。
過
疎
・
高
齢
化
が
進
む
周
防
大
島
で
は
、

身
近
な
果
樹
を
原
料
と
す
る
ジ
ャ
ム
専
門
店
が
海
の
見
え
る
場
所
に
開
業
。
併
設
し
た
カ
フ
ェ
に

は
、山
口
市
や
広
島
市
か
ら
ジ
ャ
ム
目
当
て
の
客
が
大
勢
や
っ
て
く
る
。
本
書
『
里
山
資
本
主
義
』

（
藻
谷
浩
介
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
取
材
班
著
、
角
川
書
店
）
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
は
「
マ
ネ
ー
経
済
の

縮
小
」
に
見
え
て
も
、
地
域
レ
ベ
ル
で

は
「
里
山
経
済
の
活
性
化
」
と
い
う
現

象
が
、
地
域
振
興
に
お
け
る
マ
ネ
ー
資

本
主
義
と
の
決
別
と
里
山
資
本
主
義
へ

の
シ
フ
ト
と
い
う
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的

転
回
の
重
要
性
を
教
え
て
く
れ
る
。

新書判　308ページ
定価　781円
角川書店

本
書
『
と
も
に
創
る
！ 

ま
ち
の
新
し
い
未
来
』（
早
田
宰
・
加
藤
基
樹
・
沼
田
真
一
・
阿
部

俊
彦
編
著
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
は
、
早
稲
田
大
学
が
二
〇
一
二
年
度
に
Ｊ
Ａ
共
済
寄
付
講

座
と
し
て
設
置
し
た
特
別
講
義
「
震
災
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
講
義
録
だ
。
早
大
で
は
東
日
本

大
震
災
後
、
復
興
研
究
拠
点
の
設
立
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
を
は
じ
め
、
多
く
の
研
究
や
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。
知
識
の
創
造
・
普
及
・
保
存
と
い
う
大
学
の

使
命
の
一
端
を
担
お
う
と
発
刊
が
開
始
さ
れ
た
『
早
稲
田
大
学
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
〈「
震
災
後
に
考
え

る
」〉』
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
で
は
、復
興
塾
と
呼
ば
れ
た
特
別
講
義
の
観
光
班
に
お
け
る
取
り
組
み
で
、

「
気
仙
沼
へ
行
こ
う
よ
」
か
ら
「
気
仙
沼
で
会
お
う
よ
」
へ
と
い
う
新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
構
築
の
必

要
性
に
た
ど
り
着
い
た
学
生
た
ち
の
思

い
も
記
さ
れ
て
い
る
。
大
震
災
か
ら
立

ち
直
ろ
う
と
す
る
人
々
の
営
み
や
支
援

活
動
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
研
究
の
中
に

新
た
な
知
の
誕
生
を
探
索
し
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
社
会
に
提
供
す
る
シ
リ
ー
ズ

の
今
後
に
期
待
し
た
い
。 　

   （
挑
全
）

Ａ5判　140ページ
定価　940円
早稲田大学出版部
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なぜ人は旅をするのか？
2014年1月6日（月）～2014年2月28日（金）

本展では、「なぜ人は旅をするのか？」という問いかけを
キーワードに、観光心理学に関する専門書や旅の歴史に関
する国内外の図書等を展示いたします。
近年、旅行者の心理や行動を科学的に解明しようとする
試みが注目されています。
日常生活から解放されたい、楽しい時間を過ごしたい、
家族や友人と一緒の時間を楽しみたい、新しいことを知り
たいなど、人間の欲求から旅の動機を考える研究や、旅行
経験と動機の関係などについての探究が進んでいます。旅
人の“こころ”を知ることは、人の生きがいや幸福感につな
がる“観光”を考える出発点となるでしょう。
旅の歴史から「どのような旅をしてきたのか」を振り返る

ことも、現代の私たちの旅への動機や行動を理解し、その
上で観光の未来を考えるための多くの示唆を与えてくれるは
ずです。
ぜひ多くの方に当館を訪れていただきたいと思います。

＊ 詳細は、ホームページhttp://www.jtb.or.jp/へ。

新
着
図
書
紹
介

　「グルメ旅行で、行ってみたい場所はどこですか」。当財団が毎年
実施している旅行者動向調査。行き先を答えてほしいのに「カニ」とい
う回答が多いのに驚く。「カニ」はいつから旅行の“目的地”になったの
か？ そこで「旅の図書館」でデジタル公開している『旅』のバックナン
バーから「カニ」特集を検索する。1960年2月号が最も古い。ただし手
書き挿絵のエビ・カニ図鑑のような読み物「冬の海幸 エビとカニのす
べて」。これが80～90年代、みるみる冬の旅特集の定番と化していく
様がよく分かった。
　10月より旅の図書館長と観光研究情報室長を兼務することになり
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （久保田）

館 長 の つ ぶ や き

ベストリーダー （2013年8月～2013年10月）
当図書館への来館者によく閲覧されている本を紹介。
【旅行ガイドブック部門】
海外旅行では、
・『地球の歩き方オーストラリア2013-2014』（ダイヤモンド・ビッグ社）
・『るるぶパリ2013』（JTBパブリッシング）
・『地球の歩き方パリ&近郊の町2013-2014』（ダイヤモンド・ビッグ社）
国内旅行では、
・『るるぶ青森 弘前 奥入瀬 白神山地2013』（JTBパブリッシング）
【一般読み物部門】
・『JTBレポート 2013 日本人海外旅行のすべて』（JTB総合研究所）
・『観光ビジネス未来白書 2013年版』（加藤弘治著、同友館）
・『旅行者動向2012-国内旅行マーケットの実態と旅行者の志向』（公益財団法人日本交通公社）

利用状況 特別展示のご案内

旅の図書館 掲示板

ホームページhttp://www.jtb.or.jp/へ。旅の図書館特別展示で検索



■M
arket Insight 2013

　
（
日
本
人
海
外
旅
行
市
場
の
動
向
）
最
新
刊

日
本
人
海
外
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
構
造
的
な
変

化
と
そ
の
要
因
を
詳
細
に
解
説
し
た
レ
ポ
ー

ト
。
二
〇
一
二
年
の
最
新
市
場
動
向
を
カ
バ
ー
。

当
財
団
の
独
自
調
査
を
基
に
、
変
化
の
下
に

働
く
中
・
長
期
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
明
確
に
解
説
。
日
本
語
版
、
英
語
版

あ
り
。
二
〇
一
三
年
七
月
発
行
。

■
旅
行
年
報
２
０
１
３　

最
新
刊

直
近
一
年
間
の
旅
行
・
観
光
市
場
に
ま
つ
わ

る
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
に
つ
い
て
、
数
多
く
の

デ
ー
タ
・
資
料
を
基
に
分
析
。
日
本
人
の
国

内
・
海
外
旅
行
、
外
国
人
の
訪
日
旅
行
、
観

光
産
業
、国
内
観
光
地
、
観
光
政
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
旅
行
・
観
光
市
場
の
現
状
を
一
望
で
き
る
一
冊
。

二
〇
一
三
年
十
月
発
行
。

■
旅
行
者
動
向
２
０
１
３　

最
新
刊

最
新
の
旅
行
の
実
態
や
旅
行
者
の
意
識
に
関

す
る
全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
、
当
財

団
独
自
の
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
分
析
。
グ
ラ

フ
や
図
表
を
多
用
し
て
分
か
り
や
す
く
解
説
。

政
策
立
案
や
事
業
展
開
な
ど
に
幅
広
く
活
用

で
き
るマ
ー
ケ
テ
ィン
グ
デ
ー
タ
集
。
二
〇
一
三
年
十一
月
発
行
。

■
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践　

最
新
刊

観
光
地
の
持
続
的
発
展
に
と
って
、今
や
「
観

光
地
を
経
営
す
る
」
と
い
う
地
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
考
え
方
が
重
要
。
本
テ
キ
ス
ト
は
、

既
存
観
光
地
の
現
場
で
日
々
努
力
し
、
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
々
が
主
な
対
象
。「
観
光
地

経
営
」
を
「
一
定
の
方
針
（
ビ
ジ
ョン
）
に
基
づ
い
て
、
観
光
地
を
構
成
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
経
営
資
源
、
推
進
主
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
一
連

の
組
織
的
活
動
」
と
定
義
し
、
八
つ
の
視
点
と
十
の
実
践
例
に
つい
て
、
そ

の
考
え
方
と
展
開
手
法
を
解
説
。
当
財
団
調
査
研
究
専
門
機
関
化
五
〇

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
発
刊
。
二
〇
一
三
年
十
二
月
発
行
（
丸
善

出
版
）。

※ 

当
財
団
出
版
物
の
ご
注
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

担
当
：
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
研
究
情
報
室

　
　
　

電
話 

０
３・５
２
５
５
・６
０
７
３ http://w

w
w
.jtb.or.jp

◆
当
財
団
は一九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
に
旅
行
・

観
光
分
野
に
お
け
る
調
査
研
究
専
門
機
関
と
な
り
、

そ
れ
か
ら
十
三
年
後
の一九
七
六
年
（
昭
和
五
十一年
）

に
機
関
誌
『
観
光
文
化
』
を
創
刊
し
ま
し
た
。

三
十
八
年
の
時
を
経
て
、
こ
の
２
２
０
号
が
五
〇
周
年

記
念
号
と
な
り
ま
す
。

◆
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
世
界
で
日
本
が
置
か
れ
た

経
済
的
・
社
会
的
な
環
境
の
な
か
旅
行
・
観
光
分
野

と
い
う
切
り
口
で
特
集
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
各
界
の

皆
様
か
ら
の
ご
寄
稿
や
財
団
研
究
員
の
原
稿
等
を
掲

載
し
て
発
行
し
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
十

月
発
行
の
２
１
５
号
以
降
は
、
当
財
団
が
調
査

研
究
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
テ
ー

マ
か
ら
、
研
究
員
が
特
集
を
企
画
し
て
誌
面
を

作
り
上
げ
て
き
て
い
ま
す
。

◆
二
〇
一
二
年
四
月
に
公
益
財
団
法
人
に
移
行
し

て
、
理
論
と
実
践
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が

ら
調
査
研
究
活
動
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
号
への
ご
寄

稿
者
の
皆
様
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
、
当
財
団

活
動
への
期
待
が
高
い
こ
と
を
改
め
て
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
当
財
団
か
ら
の
発

信
機
能
と
し
て
の
役
割
の
重
要
性
を
も
認
識
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◆
当
財
団
の
研
究
員
が
多
様
な
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
の
方
々
と
協
働
し
、
あ
る
い
は
自
主
的
に
研

究
し
て
得
ら
れ
る
経
験
や
知
見
に
基
づ
い
て
考

察
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ら
を
誌
面
上
で

展
開
し
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
世

に
問
う
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
も
小
誌
の
使

命
で
す
。
今
後
と
も
『
観
光
文
化
』
の
コン
テ

ン
ツ
に
ご
期
待
い
た
だ
き
、
ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。   　
　

    （
片
桐
）

観
光
文
化
編
集
室
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

kankoubunka@
jtb.or.jp

●

観
光
は
、
多
様
な
学
問
領
域
と
つ
な
が
り
を
持
っ
た
研
究
分
野
で
す
。
近
年
は

国
際
化
の
流
れ
の
な
か
で
、
世
界
中
の
研
究
者
が
知
見
を
交
換
し
、
積
み
上
げ
、

新
し
い
複
合
的
な
学
術
分
野
を
創
造
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
号
で

は
、
当
財
団
が
実
施
し
て
き
た
自
主
研
究
の
成
果
等
を
交
え
な
が
ら
、
国
際
的

な
視
野
か
ら
経
済
、
地
域
計
画
、
交
通
運
輸
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
造
園
学
や
地

理
学
と
いっ
た
学
問
領
域
と
観
光
と
の
関
わ
り
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

海
外
に
お
け
る
観
光
研
究
の
知
見
の
移
入
や
適
用
、
日
本
か
ら
の
発
信
手
法
や

今
後
の
観
光
研
究
の
方
向
性
に
つい
て
の
提
言
を
試
み
ま
す
。

編
集
後
記

次

号

予

告

当
財
団
か
ら
の
お
し
ら
せ

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

「
研
究
員
コ
ラ
ム
の
紹
介
」（
二
〇
一
三
年
九
月
〜
二
〇
一
三
年
十
一
月
）

行
く
先
々
で
見
て
触
れ
て
、
そ
し
て
地
元
の
人
た
ち
と
語
り
、
感
じ
た
こ
と
。
世
相
の
な
か

に
見
た
観
光
の
未
来
像
な
ど
、
各
研
究
員
が
独
自
の
経
験
と
視
点
を
基
に
し
て
、
ホ
ッ
ト

な
雑
感
を
綴
り
ま
す
。
当
財
団
ホ
ー
ム
ペー
ジ
「
研
究
員
コ
ラ
ム
」
に
掲
載
し
た
三
カ
月
分

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
９
８ 

一人
で
も
独
り
じ
ゃ
な
い一人
旅 

（
久
保
田
美
穂
子
）

１
９
９ 

自
然
ガ
イ
ド
と
歩
く
尾
瀬 

（
中
野
文
彦
）

２
０
０ 

観
光
分
野
の
国
際
協
力
を
考
え
る 

（
石
黒
侑
介
）

２
０
１ 

安
心
・
安
全
・
快
適
な
宿
泊
の
た
め
の
情
報
提
供
と
は
？ 

（
柿
島
あ
か
ね
）

２
０
２ 

Ｆ
Ｉ
Ｔ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性 

（
塩
谷
英
生
）

当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ http://w

w
w
.jtb.or.jp/   

研
究
員
コ
ラ
ム
一
覧   

で
検
索

観光文化220号やバックナンバーをPDFで閲覧できます。  観光文化最新号   で検索

「
２
０
１
３
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・セ
ミ
ナ
ー
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」

●
平
成
二
十
五
年
度
　
観
光
実
践
講
座

　 

「
オ
ン
パ
ク
に
学
ぶ
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
理
論
と
実
践

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〜
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の
た
め
に（
仮
）」

二
〇
一
四
年
二
月
二
十
日（
木
）〜
二
十
一
日（
金
）

会
場
：
当
財
団
大
会
議
室
（
朝
日
生
命
大
手
町
ビ
ル
17
階
）

今
年
度
は
、二
〇
〇
一
年
に
別
府
市
で
誕
生
し
、そ
の
後
、全
国
約
四
十
カ
所
で
実
施
さ

れ
る
な
ど
、広
が
り
を
見
せ
て
い
る「
オ
ン
パ
ク
」に
改
め
て
着
目
し
ま
す
。オ
ン
パ
ク
の
仕

掛
け
人
で
あ
る
、一般
社
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン・オ
ン
パ
ク 

鶴
田
浩
一郎
氏
、野
上
泰
生
氏
の
講

義
、当
財
団
独
自
調
査
の
結
果
を
通
し
て
、オ
ン
パ
ク
の
総
括
を
試
み
ま
す
。ま
た
、鶴
田

氏
、野
上
氏
に
加
え
て
、地
域
で
の
オ
ン
パ
ク
実
践
者
、受
講
者
間
の
意
見
交
換
を
通
し

て
、持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

最
新
情
報・詳
細
に
つい
て
は
、準
備
が
で
き
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
で

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ U

RL
:http//w

w
w
.jtb.or.jp



220
January 2014

観光文化　第220号
第38巻1号通巻第220号

発行日 ： 2014年1月10日
●

発行所 ： 公益財団法人  日本交通公社
  東京都千代田区大手町２   ‒ ６‒１
  朝日生命大手町ビル17F
  〒100-0004　K03‒5255‒6071
   http://www.jtb.or.jp
編集室 ： 東京都千代田区大手町２   ‒ ６‒１
  朝日生命大手町ビル17F   観光研究情報室内
  〒100-0004　K03‒5255‒6090
   http://www.jtb.or.jp/publishing/
   kankoubunka@jtb.or.jp
編集人 ： 片桐美徳
発行人 ： 志賀典人
●

制作・印刷 ： 株式会社REGION

禁無断転載

I S S N   0 3 8 5 - 5 5 5 4

観光文化
機関誌

機関誌

特 集

Cover Story
雨はやがてみぞれに変わり、翌早朝、目覚めると白銀の世界
を演出していた。木曽路の妻籠宿は江戸時代の風情を色濃
く残しているだけに雪景色が一番、美しくすがすがしい。

 （Photo and Words by 樋口健二）

観光立国政策推進における
産学官の連携と人材育成の重要性　　本保 芳明……1

1 わが国観光学研究の離陸と今日的課題    溝尾 良隆……2

2 観光研究への期待 ̶̶ ̶まちづくりの視点から　西村 幸夫……8

3 地域主体の観光まちづくりと産学官の連携・役割
̶̶ ̶沖縄「観光地ブランディング」の視点からの考察　下地 芳郎……11

4 「なぜ」から「今」を考える楽しいシンポジウムを目指して　小林 英俊……15

5                  北海道における観光研究の理論と実践
                 ̶ ̶̶ 当財団に期待すること　大西 雅之／原 重一／志賀 典人／梅川 智也……20

旅行・観光分野における
実践的学術研究機関の構築に向けて　志賀 典人……32

1 わが国の観光計画に関する研究
̶̶̶戦後以降に策定された都道府県の観光計画を対象として　後藤 健太郎……38

2 国内観光旅行の実施が主観的幸福感に与える影響　外山 昌樹……42

財団活動のいま………45

連載
Ⅰ　あの町この町　第56回

開拓者精神 ̶̶ ̶北海道・森町　池内 紀……48

Ⅱ　ホスピタリティーの手触り 77

東京五輪の「おもてなし」　山口 由美……54

旅の図書館  掲示板
出版物のご案内・当財団からのおしらせ

特集テーマからの視座

自主研究報告

特 集

巻　頭　言

観光研究の今日的課題とこれからを考える
｜｜公益財団法人日本交通公社 調査研究専門機関化50周年記念

50th

anniversary
５０周年記念号

5                  5                  5                  座 談 会

｜
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

調
査
研
究
専
門
機
関
化
50
周
年
記
念

特
集
｜
観
光
研
究
の
今
日
的
課
題
と
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

観
光
文
化

２
２
０
号

機
関
誌


